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◆自由意見 

・また来年参加する。 
・これからも毎年来たいと思う。 
・青森赤坂雪かき道場を開催することにしたい。また、都市近郊を対象に除雪ボランティアを募

集したい。 
・今年は雪不足のため実効性が少なかったが、来年以降も継続してほしい。 
・雪がありすぎる場合、なさすぎる場合でも続けられる仕組み、企画を作ることの素晴らしさと

難しさを感じた。来年度も開催されることを期待している。 
・交流会では、地元の山菜などを出してもらうと外から来た人は喜ぶ。 
・2～3人の小グループをつくり、作業中互いの安全確認を必ず行うようにすればよいと思う。20
～30 人規模になれば初対面の人が多くなり、「ヒト」としか認識できないが、具体的な名前を
覚えられれば「～さん」という知人になるので、注意力が向上すると思う。 
・昨年は一度しか呼ばれなかったので、もう少し呼んでほしい。 
・今後も続けていきたい。 

 
 
 
（５）今後の方向性 

平成 19年度の湯沢町社会福祉協議会事業計画では、福祉除雪ボランティア隊を湯沢町に来てい
ただくだけの一方通行的なボランティアではなく、相互に助け合えるボランティア交流にするた

めの検討を進めることとしており、今回の交流会を踏まえて、より実効性の高い事業を実施する。 
また、町外の福祉除雪ボランティア隊登録者は、首都圏を中心に「点」として存在しており、

これを面的な広がりにしていくため、他の社協やボランティア団体と連携した新規事業について

検討を進める。 
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４－５ 除雪ボランティアの育成と受け入れの仕組みづくり 
 
 

 

（１）実施概要 

１）目的 

屋根雪及び家屋周辺の雪処理は、自助または地域内での対処が基本であるが、昨年の記録的

豪雪のような場合、地域内における雪処理の担い手が完全に不足するため、地域外からの応援

や協力に頼らざるを得ない。災害救助法や自治体間の防災協定等に基づく広域的な公的支援（公

助）は不可欠であるが、「民」の力をうまく活用する方法についても考えていく必要がある。 
平成 18年豪雪では、新潟県内において、雪国以外の地域の方から除雪ボランティアの申し出
を多数いただいており、従前はみられなかった傾向である。しかし、雪に不慣れなボランティ

アも多く、即戦力にならない状況もみられた。また、受入側の自治体等もこのような状況に慣

れていないため、断るケースもあった。 
雪処理に慣れていない方がいきなり雪国を訪れて、自立的に作業を行うことは困難である。

必要な知識と技術を学び、実施地域・場所をコーディネートしてもらってはじめて力を発揮す

ることができる。しかも豪雪になってからあわてて対応するのではなく、平時からそのような

学びと体験の機会を設け、経験のない方に雪に慣れていただくとともに、雪国の地域住民と顔

の見える関係を築いていくことが重要である。 
そのため、新潟部会では、地域外からのボランティア等に雪処理作業に必要な技能や安全確

保の知識などを伝えるとともに、受け入れのための仕組みを構築する取組として、「越後雪かき

道場」を企画・実施した。 
 

２）実施体制 

越後雪かき道場は、NPO法人中越防災フロンティアを中心に、多くの関係機関の連携の下で
実施しており、実証実験における体制を整理すると、図表 4－51のとおりである。 

 
図表 4－51 越後雪かき道場の実施体制 
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３）越後雪かき道場の基本的流れ 

越後雪かき道場は、雪国以外の地域からのボランティアなど、雪に不慣れな初心者等を主た

る対象とし、概ね 2日間の日程（1泊 2日）で開催する。 
初級コースの場合、プログラムの最初にオリエンテーションを兼ねて、「雪かき道 越後流指
南書」（本書２－４参照）に基づき、雪処理の注意点やポイントを伝え（座学）、続いて地元のベ

テラン（師範）からかんじきのはき方、スコップやスノーダンプの使い方、雪下ろしのコツな

どを実技指導していただき、実際に現場で雪処理作業を行うという流れが基本である。 
プログラムの内容に合わせて、以下のように、「初級」「中級」「上級」の各コースを想定して

おり、参加者には最後に図表 4－52のような修了認定証（名前入り）を発行する。 
○初級コース ： 地上での除雪作業が中心 
○中級コース ： 屋根雪下ろし作業が中心 
○上級コース ： 小型除雪機械及びホイールローダの操作が中心 

 
図表 4－52 越後雪かき道場 修了認定証 
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４）実施日程と実績 

越後雪かき道場は、平成 19年 1月及び 2月の期間で合計 4回開催し（新潟県内 3回、県外 1
回）、実施実績は図表 4－53のとおりである。すべて 2日間の日程で、初級コースを 3回、上級
コースを 1回開催しており、全修了者数は延べ 83人となっている。 

 
図表 4－53 平成 18年度越後雪かき道場 実施実績 

回数 コース 開催日 開催地（座学の会場） 修了者数 

第 1回 初級 1月 20日～21日 長岡市 山古志種苧原 あまやち会館 13 

第 2回 初級 2月 3日～4日 小千谷市 塩谷地区 芒種庵 24 

第 3回 上級 2月 11日～12日 長岡市 山古志体育館会議室 14 

第 4回 初級 2月 24日～25日 長野県飯山市 戸狩地区 高源寺 32 

合計 83 

 
 

平成 18年 12月 7日 朝日新聞（新潟版） 


